
 

広
島
高
速
５
号
線
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事

（
１
．
４
㎞
）
は
、
Ｊ
Ｖ
（
大
林
・
大
成
・
広

成
建
設
工
事
共
同
事
業
体
）
と
広
島
高
速
道
路

公
社
が
事
業
費
２
０
０
億
円
で
契
約
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
掘
削
工
事
に
着
手
し
た
翌
月

に
、
Ｊ
Ｖ
が
６
つ
の
材
料
費
（
表
１
参
照
）
が

契
約
額
に
入
っ
て
い
な
い
と
し
て
、
事
業
費
の

増
額
を
求
め
て
い
た
問
題
に
つ
い
て
、
公
社
と

Ｊ
Ｖ
が
８
７
億
円
の
事
業
費
増
額
で
合
意
し
た

こ
と
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。 

  

明
ら
か
に
「談
合
」 

増
額
を
期
待
し
て
契
約 

  

再
発
防
止
を
目
的
に
公
社
が
立
ち
上
げ
た
第

三
者
委
員
会
は
調
査
報
告
書
に
お
い
て
、
入
札

契
約
方
式
の
理
解
不
足
が
誤
解
を
生
み
、
見
積

書
の
差
し
替
え
や
曖
昧
な
文
章
な
ど
、
公
社
と

Ｊ
Ｖ
の
双
方
が
自
己
に
都
合
の
良
い
解
釈
を
し

た
こ
と
が
認
識
の
違
い
に
な
っ
た
と
指
摘
。

シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
入
札
契
約
が
不
適

切
だ
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。 

  

ま
た
公
社
は
、
Ｊ
Ｖ
が
契
約
時
に
削
除
し
た

６
項
目
の
工
事
費
用
は
契
約
変
更
に
よ
り
増
額

さ
れ
る
と
期
待
し
て
入
札
に
応
じ
た
こ
と
を
認

識
し
て
い
た
と
し
て
い
ま
す
。 

 

や
は
り
「
談
合
」
で
す
。
不
適
正
な
契
約
に

対
す
る
行
政
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。 

  

便
乗
増
額
？ 

凍
結
し
た
事
業
が
復
活 

  

驚
く
の
は
、
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事
契
約

の
増
額
だ
け
で
な
く
、
広
島
高
速
道
路
整
備
計

画
そ
の
も
の
を
変
更
し
、
こ
れ
ま
で
、
事
業
の

採
算
性
や
費
用
対
効
果
の
問
題
か
ら
凍
結
さ
れ

て
い
た
高
速
２
号
と
５
号
の
連
結
道
路
の
整
備

を
復
活
さ
せ
る
と
い
う
の
で
す
。 

 

関
連
道
路
等
の
整
備
と
併
せ
る
と
、
そ
の
増

額
規
模
は
３
４
７
億
円
（
表
２
参
照
）
で
、
高

速
道
路
全
体
の
総
事
業
費
は
４
３
１
０
億
円
へ

と
膨
れ
上
が
り
ま
す
。 

 

市
は
、
国
が
平
成
３
０
年
２
月
に
示
し
た
将 

来
予
測
交
通
量
で
算
出
し
た
場
合
、
接
続
道
路

を
復
活
し
た
方
が
、
採
算
性
が
あ
が
り
費
用
対

効
果
は
、
１
．
０
１
か
ら
１
．
１
へ
と
大
き
く

な
る
と
し
て
い
ま
す
。
（
裏
面 

表
３
参
照
） 

  

そ
の
理
由
と
し
て
、
低
金
利
、
長
距
離
利
用

者
の
増
加
に
よ
る
一
台
当
た
り
の
料
金
の
増

加
、
事
業
完
成
の
遅
れ
に
よ
り
料
金
徴
収
満
了

日
が
伸
び
る
こ
と
で
料
金
収
入
が
増
え
る
と
説

明
し
ま
す
。 

 

事
業
費
が
膨
ら
む
ほ
ど
、
事
業
完
成
が
遅
れ

る
ほ
ど
、
事
業
が
成
立
す
る
と
い
う
の
は
、
事

業
費
を
増
や
す
言
い
訳
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。 

  

高
速
道
路
事
業
に
は
湯
水
の
よ
う
に

税
金
を
投
入
す
る
一
方
で
、
高
齢
者
公

共
交
通
費
補
助
は
廃
止
す
る
と
い
う
の

で
は
、
市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
ま
せ

ん
。 

（表1） 

➀ ＲＣセグメント、セグメント部品他 

② 送排泥管材   

③ 泥水輸送設備 

④ 汚水処理設備、汚水処理設備附属設備、設計費 

⑤ トンネル支保工、拡幅掘削工 

⑥ 電気料金 
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増額する要因 増額事業費 

 シールドトンネル工事 当初契約しの見直しによる増額 ８７億円 

 高速2号と５号の連結整備の追加に伴う増額 

１６７億円  ２号から５号ランプ 600ｍ 

 ５号から２号ランプ 700ｍ 

 人件費の上昇や建設資材の高騰による事業費の増 

５６億円 
 建設発生土処分地の変更 

 消費税率の改定 

 シールド工事作業ヤード区域の土留抗施行方法の変更 

 関連道路（温品二葉の里線・府中祇園線）事業計画変更 ３７億円 

増額総額 ３４７億円 

（表2） 



（ ）はH28年度との差額 

 

項目 内訳 償還条件 

国の貸付

金 
1381億円 20年償還 

      （5年据置） 

出
資
金 

県 475億円 

 

市 475億円 

貸
付
金 

県 603億円 20年償還 

（元金は5年据置） 市 603億円 

民間から

借入金 
774億円 5年償還 

      （元金は4年据置） 

 

シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
増
額
分
８
７
億
円

と
高
速
２
号
と
５
号
の
連
結
路
の
整
備
費
１
６
７

億
円
、
及
び
消
費
税
や
現
場
条
件
の
変
化
な
ど
の

増
額
分
を
含
め
る
と
、
広
島
高
速
道
路
事
業
の
建

設
総
額
は
４
３
１
０
億
円
に
ふ
く
ら
み
ま
す
。 

 
建
設
費
の
財
源
内
訳
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
表
４
参
照
） 

 

左
の
収
支
計
画
総
括
表
は
、
道
路
の
建
設
費
に

要
す
る
借
入
金
と
利
息
、
完
成
後
の
維
持
修
繕
に

必
要
な
管
理
費
用
の
総
額
を
一
定
期
間
（
共
用
開

始
日
よ
り
４
０
年
）
の
通
行
料
金
収
入
で
償
還
で

き
る
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

収
支
計
画
で
は
、
普
通
車
が
毎
日
、
１
０
万
２

千
台 

高
速
道
路
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

日
本
で
は
現
在
、
人
口
減
少
が
社
会
問
題
に
な

る
と
と
も
に
、
若
者
を
中
心
に
し
た
マ
イ
カ
ー
離

れ
や
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
等
、
生
活
ス
タ
イ
ル

が
変
化
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
社
会
的
変
様
を
無
視
し
て
、
４
０

年
間
、
高
速
道
路
だ
け
は
、
一
日
１
０
万
台
の
利

用
が
続
く
と
の
見
込
み
は
、
採
算
性
や
費
用
対
効

果
を
ご
ま
か
す
身
勝
手
な
試
算
で
す
。 

（表3） 

（表4） 

道路事業（関連公共）  175億円   212億円（＋37億円） 

※    の関連公共事業は、有料道路事業でありながら、料金収入だけでは採算が取れないので、公共事業として税金で整備

されるものです。 広島高速道路１号～5号の全体で関連公共事業として投入される税金は、1278億円です。            

民間・国への償還

後に償還開始。 

いつになるかわか

らない。 


